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PTA適正化の最終地点

固定会費型組織の構造分析と、PTF、すなわち最小構造フォーラムの制度設計を整理する重点論考で
す。
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このページの結論

PTA適正化の論理を最後まで進めるなら、問いは「会費をどう適法に徴収するか」ではなく、「公立学校
に付随する保護者組織が固定会費を前提にする必要があるのか」へ移ります。最小構造フォーラムは、
任意性を最も純化した基底形です。

1. 手続的適正化論の先にある問い
これまでのPTA適正化は、任意加入の明示、入会申込書の取得、学校徴収金からの会費分離、学校名簿の流

用禁止、非会員家庭への不利益禁止を中心に進められてきました。これらは必要な措置です。しかし、その

多くは「PTAは会費を集めて活動する団体である」という前提を置いた上で、その徴収方法を整える議論で

した。

本稿が置く問いは、その一段下にあります。すなわち、公立学校に付随するPTAは、そもそも固定会費を前

提とする組織である必要があるのか、という問いです。

2. 固定会費が生む構造的緊張
固定会費は、安定財源を作る一方で、会員数の維持、徴収率の維持、非会員の把握、未納管理、学校徴収制

度への依存を誘発します。任意加入団体であるにもかかわらず、全員加入に近い状態を前提としなければ制

度が回らない場合、任意性は形式化します。

この緊張は、個々の役員の悪意ではなく制度設計から生じます。固定費と恒常事業を持つほど、組織は安定

収入を必要とし、安定収入を必要とするほど、加入意思確認を厳密に行うことが怖くなります。

3. 会費ゼロ・都度拠出型モデルの限界
会費ゼロ・都度拠出型は、固定会費型PTAよりも任意性に近づく中間解です。しかし、金銭を扱い、事業を

持ち、参加者・賛同者を管理する限り、名簿、会計、責任、学校関与の問題は縮小された形で残ります。
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4. PTFという基底形
PTFは、保護者と教職員が学校生活上の課題について対話し、必要に応じて学校や教育委員会へ意見を提出

する場です。年会費、恒常財産、自動加入、役員ノルマ、学校名簿利用、学校徴収金利用を置きません。

この形は、すべてのPTAが直ちに移行すべき唯一解というより、追加的活動の必要性を説明するための基準

点です。金銭を扱うならなぜ必要か、恒常事業を持つなら誰の同意で行うのか、学校資源を使うならどこま

で許されるのか。その立証責任を反転させる基底形として機能します。

PTFは「何もしない組織」ではありません。むしろ、保護者と教職員が学校生活上の課題を自由に話し、
必要な改善を言語化するために、金銭・名簿・役員ノルマによる拘束を外した形です。


